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【評価の結論に至った理由・考え方】

①医薬品試験において、より適切な条件を模索し改善していくことは重要であり、それに合
致した研究である。
②日進月歩する測定機械・器具を活用した試験法の簡便・迅速化への取組は、日常検査の品
質向上に資するテーマとして適切であり、医薬品行政への寄与が期待できる。
③研究機器や分離器具の性能向上に伴い、短時間により多くの医薬品を試験できることが可
能になり、効率化につながる。

【提案機関へのアドバイス】

①研究対象とする医薬品の選定等も含め、年次計画の精査と具体化を期待する。
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【評価の結論に至った理由・考え方】

①地方衛生研究所の重要な業務の一つに健康危機管理への対応があり、食中毒の原因究明に
もつながる自然毒の同定・定量は適切な研究テーマである。
②自然毒について詳細な解析がなされ、多くの試験法が確立されたのは有用な成果である。
③県の研究所としてその成果を公表し、他機関とシェアすることで、県としてのプレゼンス
を示しつつ全体に貢献出来ている。

【提案機関へのアドバイス】

①検査方法の確立に至らなかった自然毒について、文献等による試験法を調査し、当面の健
康危機管理への対応方法の検討を推奨する。
②食中毒発生時、迅速かつ間便に原因食材・化合物等を特定するため、検査の入口となる網
羅的な解析の構築を期待する。
③迅速性を重視し、定性も視野に健康危機管理への網羅的対応整備の確立を期待する。
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食中毒の原因とな
る自然毒の検査方
法の確立及び探索


